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 2－57 林業土木積算基準（令和７年10月20日以降適用） 

３ 現場管理費率の補正 

⑴ 施工時期、工事期間等を考慮した現場管理費率の補正 

施工時期、工事期間等を考慮して、２の別表第１ 工種区分別現場管理費率（第１表～第４表）

を2.0％の範囲内で適切に加算することができる。 

ただし、次の「積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合」と「緊急工事の場合」を合わせて適

用する場合の補正値の上限は、2.0％とする。 

 

ア 積雪寒冷地域で施工時期が冬期となる場合 

ａ 積雪寒冷地域の範囲 

「新潟県一般職の職員の給与に関する条例」に規定される寒冷地手当を支給する地域とする。 

ｂ 積雪寒冷地の施工期間を次のとおりとする。 

12月１日から３月31日 

ｃ 工場製作工事、室内の工事、トンネル工事及び冬期条件下で施工することが前提となってい

る除排雪工事等は適用しない。 

ｄ 現場管理費率の補正率は次によるものとする。 

補正率（％）＝冬期率×補正係数 

12月１日～３月31日までの工事期間 
冬期率＝                 

工 期 

補正係数＝1.20 

 

（注）１．冬期率は小数点以下３位を四捨五入して２位止めとする。 

２．補正率は小数点以下３位を四捨五入して２位止めとする。 

 

ただし、工期については実際に工事を施工するために要する期間で、準備期間と後片付け期

間を含めた期間とする。また、冬期工事期間に準備又は後片付けが掛かる場合は、準備期間と

後片付け期間を含めた期間とする。 

 

イ 緊急工事の場合 

緊急工事は2.0％の補正値を加算するものとする。緊急工事とは、昼夜間連続作業が前提とな

る緊急を要する工事で、災害復旧事業又はこれと同等の緊急を要する工事とする。 
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(3) 人力敷均し  S5832  

人力敷均しの施工歩掛は、次表を標準とする。 

             (100 ㎡当たり) 

作業内容 普通作業員(人) 

敷均し 1.0 

不陸整正＋敷均し 1.8 

備考 現地条件により仮置き場からの小運搬作業が必要な場合は別途計上する。 

 

(4)  締固め    S5833  

敷均し幅 2.5ｍ以上に適用する。 

① 機種の選定 

 機種は、次表を標準とする。 

機  種 規  格 

振 動 ロ ー ラ 
搭乗・コンバインド式 
排出ガス対策型（第３次基準値）3～4t 

備考 振動ローラは賃料とする。 

 

② 施工歩掛 

締固めにおける施工歩掛は、次表を標準とする。 

(100 ㎡当たり) 

機  種 一般世話役(人) 普通作業員(人) 
締固め機械運転

日数(日) 

振動ローラ 0.3 0.5 1.1 

 

(5) 舗装面仕上げ 

  舗装面仕上げの施工歩掛は、次表を標準とする。 

                               (100 ㎡当たり) 

機  種 規格 
舗装面仕上げ 

機械運転日数(日) 

振動ローラ ハンドガイド式 0.5～0.6t 0.3 

備考 舗装面仕上げは、横断勾配等を指定する場合、土捨て場への路面排水等の流出防止又は 

飛散防止の必要がある場合、第三者の通行が見込まれる場合等の簡易な締固め作業であ 

り、締固め密度を必要とする場合は、別途計上する。 
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５ 材料使用量 

敷砂利の使用量は、次式により算出する。 

100 ㎡当たり敷砂利の使用量(㎥)＝100×敷砂利仕上り厚さ(ｍ)×(１＋Ｋ)・・・・・（式５．１） 

Ｋ：材料割増率 

歩 掛 内 容 
材 料 割 増 率（Ｋ） 

締固め 舗装面仕上げ無し 舗装面仕上げ有り 

機 械 敷 均 し 0.20 0.15 0.16 

人 力 敷 均 し - 0.06 0.18 

 

 ６ 単 価 表 

⑴ 路床掘削    S5380                                    （10㎥当たり） 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘     要 

一 般 世 話 役  人   

普 通 作 業 員  〃   

バ ッ ク ホ ウ       

（クローラ型）運転 

後方超小旋回型 超低騒音型 
排出ガス対策型（2014 年規制） 
山積 0.45 ㎥(平積 0.35 ㎥) 

ｈ   

計     

 

(2) 機械敷均し    S5831                         （100㎡当たり） 

名     称 規    格 単 位 数 量 摘     要 

一 般 世 話 役  人   

普 通 作 業 員  〃   

舗 設 材  ㎥  式５．１ 

バ ッ ク ホ ウ       

（クローラ型）運転 

後方超小旋回型 超低騒音型 
排出ガス対策型（2014年規制） 
山積0.45㎥(平積0.35㎥) 

ｈ   

小 型 バ ッ ク ホ ウ   

（クローラ型）運転 

クローラ型 排出ガス対策型 
（第２次基準値）          
山積0.13㎥(平積0.10㎥) 

日   

振 動 ロ ー ラ 運 転 ハンドガイド式 0.5～0.6t 〃  必要に応じ計上 

計     
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